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2 Pa－5 静岡県のティーンエイジャーの服装の構想表現と衣生活意識

　Los　Ange 1 e sのティーンエイジャーとの比較を含む一考察

静岡大教育　大村知子

被　　服

　目的　わが国の小学生・高校生の衣生活意識とLos An ge 1 e sの児童・生徒の衣生活意識に関し

てはすでに報告をした。そこで今回は中学生を加えたティーンエイジャーの衣生活意識の把握を試みると

ともに、自己の服装についての具体的な構想に関して９調査を試みた。｡本研究は服装の構想表現によっ

て、衣生活意識と服装に関する認識の実態との関係を知り、国際化・個性化の時代の着装行動や男女が

ともに学ぶ家庭科教育での衣生活領域のあり方などに対応するための基礎資料を得ることが目的である。

　方法　資料は、1990年10月～1993年2月にかけて静岡県の中学生1710名、高校生1932名に対して実mし

た調査原票から、13歳～15歳までの男女各100名、16歳～18歳までの男女各100名計400名をランダムに抽

出したものを用いた。Los　Angelesの資料は1990年と1993年調査の男子97名、女子155名計252

名である。調査内容は、着衣基体のガイドラインを示した質問紙ぺの自分が好きな服装を描くもの、おし

ゃれのT.P.O.などに関する自由記述ならびに衣生活意識に関する4段階尺度により解答を得た質問2C項

目と基本属性である。服装画の分析にはさまざまな視点からみた特徴を33項目あげ、それぞれにカテゴリ

ーを設定して解析を試みた。

　結果　ティーンエイジャーが好きな服装を考える場合の大半が日常着であった。女子の下衣はスカート

よりパンツが好まれ、日本では60％､米では85%がパンツを描きいずれもその傾向はローティーンに強かっ

た。また、女子はハイティーンの方がローティーンよりディティールに多様なデザインがみられたのに対して、

男子は加齢よる変化があまりなかった。衣生活意識と構想表現との関連性については､ハイティーンにおい

て高い意識に対して構想が描けないなどのギャップが大であった。

2 Pa－6 就職活動用衣服に対する意識の企業と学生間の対比

文教大教育　○伊地知美知子，　田中千代学園短大　小田巻淑子

共立女大家政　小林茂雄

＜目的＞　就職活動用の衣服は着用目的が明確であり, また着用場面が限定される点で通

常の衣服とは異なっている。本研究では，採用者冊の企業が就職活動用衣服をどのように

考えているかについて調査し，前年度に発表した被採用者側の女子学生の考えの結果と対

比しながら，両者の関係について考察した。
＜方法＞　女子学生の就職活動用衣服としては，オーソドックスさの程度を配慮しながら

1 4サンプルを選定し，カラー写真の評価刺激を作成した。。これらの評価刺激について
銀行，メーカー，マスコミなど業種め異なる企業の人が，面接時の就職mm用衣服の好ま

しさをどのように考えているかを，4段階尺度を用いて評価してもらった。また，面接時

の服装や化粧などに対する考えについても回答してもらった。なお，女子学生については
就職活動期の女子大生及び女子短大生を対象に，銀行，メーカー，マスコミなどの業者別

に同じ評価刺激を用いて就職活動用衣服のふさわしさの柾度を同様に評価している。

＜結果＞　女子学生の就職用衣服のふさわしさを業種別に解析した結果, （銀行），（メ

ーカー・商社-･旅行サービス）. （マスコミ・アパレル・航空）の３グループに大別され

たので，企業側の評定データをこの３グループに準じて大別し考察した。女子学生の業種

と就職活動用衣服のふさわしさの評価と，企業側の好ましさの評価はほぼ同様の傾向にあ

ったが，全体的には企業の方が許容範囲がより広いことが示された。しかし（マスコミ・

アパレル・航空）のグループにおいては，女子学生より企業側の方がカジュアルなタイプ

の衣服に対して逆の反応を示した。
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